
■立山黒部ジオパークシンポジウムを開催します

　地域資源の「保全」と「活用」をテーマにしたシン

ポジウムを開催します。ジオパークでの保全への取組

みについての講演や、地域資源を保全しつつ活用して

いくために、「国立公園」と「ジオパーク」はどのよ

うな連携ができるかについてパネルディスカッション

を行います。また、ホールの外では立山黒部ジオパー

クの取組みについてパネル展示を行います。

　皆さまふるってご参加ください。

【開催日時】１１月１９日（火）

　　　　　　13：30 ～ 16：30（開場 12：30）

【会　　場】　ＴＯＹＡＭＡキラリ９階

　　　　　　ファーストバンクキラリホール

※入場無料（事前の申込みが必要です）

参加申込は電話、ファックス、メールでお願いいたします。

【お申込み・お問合せ先】

　立山黒部ジオパーク協会事務局

　TEL：076-431-2089　FAX：076-482-3204

　E-mail：info@tatekuro.jp

山路を登りながら

基調講演　「糸魚川ユネスコ世界ジオパークの保全への取組み」
　　　　　講師：竹之内 耕 氏（フォッサマグナミュージアム館長）

パネルディスカッション

「中部山岳国立公園と立山黒部ジオパークとの連携による保全と活用について」
　コーディネーター　鍛治 哲郎 氏（富山県環境審議員会委員、立山黒部ジオパーク協会保全部会会長）

　パネリスト　　　　木村 慈延 氏（環境省立山管理官事務所国立公園管理官）

　　　　　　　　　　竹之内 耕 氏 （フォッサマグナミュージアム館長）

　　　　　　　　　　磯野 剛太 氏（公益財団法人日本山岳ガイド協会理事長）

　　　　　　　　　　水野 洋子 氏（立山黒部ジオパークジオガイド）

パネル展示
「立山黒部ジオパークの取組みについて」

立山黒部ジオパークのジオサイトや、協
会の各種取組みについて紹介します。

発行：立山黒部ジオパーク協会 事務局

〒930-0856　富山市牛島新町５-５ タワー１１１ビル１階　　　076-431-2089　　　076-482-3204
　　info@tatekuro.jp　　　　https://tatekuro.jp/　　　　https://facebook.com/tatekuro
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■「ジオパーク散歩」を開催しました

　ジオパーク散歩とは、ジオガイドが企画、実施する現地集合解散型の２～３時間程度のショー

トツアーです。2019 年度はエリア内の市町村で全 15 回の開催を計画しており、これまで 11 回開

催しています。今回は開催したジオパーク散歩の前半 5 回分についてご報告します。

「発見に満ちた称名滝」 担当：牧ジオガイド　 開催日：6月 5 日（水）、10 月 2 日（水） ※2回開催立山町

称名滝バス停から滝見台園地までを歩きなが

ら、称名滝の見学や滝が誕生した背景について

解説しました。参加者からは「称名滝には今ま

で何回も来ているが、新しく知ったことも多く

楽しかった。」「景色や草木を見ながらゆっくり

歩き、とても色々な楽しみがあることを知りま

した。」などの声をいただきました。

「富岩運河、中島閘門のしくみ」 担当：清水ジオガイド　開催日：6月 8日（土）富山市

環水公園から中島閘門まで富岩運河ぞいを歩き

ながら、運河の歴史や仕組みについて見学しま

した。当日はあいにくの天気でしたが、参加者

から「身近な自然、施設など、知らないことを

知る楽しさを味わうことができた。」「案内人の

方の体験など交えて知ることで、より身近になっ

たのでよかった。」などの声をいただきました。

※ 清水ガイドのツアーは 11月 16 日（土）も開催します。現在参加者募集中！

「黒部川扇状地形成の歴史を探る」 担当：君島ジオガイド　開催日：6月 9日（日）
黒部市
入善町
朝日町

黒部川流域の段丘上をバスで巡りながら、黒

部川扇状地がどのようにしてできたかを解説

しました。参加者からは「広い範囲が見られ

た良かった。地理を勉強するきっかけになり

ました。」「知らないことが多すぎる。漫然と

眺めている景色にも歴史があった。」などの声

をいただきました。

「人と自然」 担当：水野ジオガイド　開催日：6月 12 日（水）　立山町

美女平を散策しながら、立山杉の巨木などの

植物や、人の利用の痕跡を見学しました。当

日はあいにくの天気でしたが、参加者からは

「楽しく森の中をゆっくり歩け、解説や注意事

項を違和感なく実感できました。」「雨の時し

か見ることのできない景色があり、雨もまた

よかったです。」などの声をいただきました。

※ 君島ガイドのツアーは 10 月 20 日（日）も開催を計画していましたが、直前に観察場所付近で熊の目撃が相次いだため、
　安全を考慮して中止としました。



■「ＴＫＧジオカフェ in 花むら」を開催しました

　10 月 28 日（月）に、富山市栃谷にある「和食とんかつ 花

むら 富山西インター店」にて、“ジオカフェ”を開催しました。

“ジオカフェ”とは、地元にある飲食店に、立山黒部ジオパー

クや会場のお店、当日の話題に興味のある人が集まり、食事

や飲み物を楽しみながら提供された話題や地域のことについ

て語りあう活動です。

　今回のジオカフェでは、花むら名物のとんかつやエビフラ

イをおいしく頂きながら、参加者同士で交流を楽しみました。

ゲストスピーカーには、富山市科学博物館の吉岡 翼さんをお

迎えし、「富山の化石」をテーマに、ご自身の体験や化石の価

値や産地の保護の必要性、そして博物館やジオパークの役割

などについてお話しいただきました。

　ジオカフェは来月も開催する予定です。日程や会場等決ま

りましたら、協会ホームページ等でお知らせします。お楽し

みに！

　　　富山市栃谷 440　TEL:076-434-6001
11:00 ～ 22:00（LO. 21:30)　定休日：第 3火曜日

今回のお店♡和食とんかつ 花むら 富山西インター店 

こだわりの食材でつくられた〝本物のとんかつ”と和食が食べ
られるお店です。

「1600 万年前の海底をあるこう」 担当：志村ジオガイド　開催日：6月 24 日（月）滑川市

大日公園周辺を散策しながら、1600 万年前以

降に海底にたまってできた地層の観察や、江

戸時代につくられた用水などを見学しまし

た。参加者からは「大地の成り立ちや、自然

のことが知れて良かった。」「身近な地域の歴

史や環境を理解できました。」などの声をい

ただきました。

参加費：300 円
対象：どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
※飲み物、雨具等持参
※自然観察のできる服装でご参加ください。
※小雨決行。荒天予想により中止の場合は、
　前日 17 時までに連絡します。

時　　間：9:45 ～ 12:00

　　　　　（受付 9:15 ～）

見学場所：中島閘門

　　　　　むくり護岸ほか

集合場所：環水公園天門橋

　　　　　南広場

定　　員：15 名

「富岩運河、中島閘門
　　　　　のしくみ」

時　　間：9:00 ～ 12:00

見学場所：片貝川上流

集合場所：①桃山運動公園（9:00）

　　　　 ②片貝第二発電所（9:40）

定　　員：15 名

「片貝は雪のワンダーランド
　　歩くスキーでいざ探検」

２/20( 木 )11/16( 土 )

富岩運河沿いを歩きながら、

運河の歴史やしくみについ

て学ぼう！

雪で閉ざされた片貝川上流

をスキーで歩きます。

※スキー道具は桃山運動公園
　で借りることができます。

2020 年

参加には事前の申込みが必要です。

参加ご希望の方は、協会事務局までお申込み

ください。（参加受付は開催日の 1 ヵ月前から）
※参加受付は先着順。定員に達し次第受付終了。

【お申込み・お問合せ先】
一般社団法人 立山黒部ジオパーク協会事務局
　TEL:076-431-2089

◎ 今後のジオパーク散歩
現在参加者募集中！



■協会会員企業の紹介

立山黒部ジオパーク協会の会員企業を、五十音順（昇順、降順で各１社ずつ）でご紹介していきます。

■たてくろ　見どころ紹介コーナー

　川が平坦な低地に達して流れが緩やかになると、わ

ずかな障害物などの影響で流れの方向を変えやすくな

り、直線的だった川の流れは蛇行をはじめます。江戸

時代、神通川は東側へ大きく蛇行し、富山城の北側、

現在の松川の場所を流れていました。そのため大雨が

降ると低地では水が氾濫し、下流の人々を悩ませてい

ました。明治 34 年になると、Ｕ字形に蛇行した部分を

直線化して下流につなげる“馳せ越し工事”が行われ、

現在の本流に当たる分流路が造られました。この分流

路のおかげで、川の水が直線的に流れるようになり、

神通川下流の洪水は減少しました。その後、水量の減っ

川の氾濫から都市を守る ～蛇行した川の流れをまっすぐに～

富山市を流れる松川

〒 富山県射水市三ケ

た蛇行部分は“松川”と改められ、川幅を狭める工事を経て現在の姿になりました。


